
新型コロナ感染症で苦しむ人のための祈り

コロナウイルスの感染拡大を受けて、授業やクラブ活動ができない状況が続いています。

病気になった人は、病気の苦しさ・しんどさだけでなく、それ以外の面でも苦しい状態に

置かれています。

そこで、皆さんが病気にかからないように、そして一日でも早く今までの生活や活動に

戻ることができるように、病気にかかって苦しんでいる人、その他感染症によって困難な

状況にある人を覚えつつ、祈りを献げることをお勧めします。

☆毎日（一日一回、時間や場所は問いません）、以下の聖書の言葉

を読み、祈りを献げましょう。

☆各自心を込めて、病気にかかった人々や治療などに当たってる人

々、感染症によって苦しい状況にある人々の事を心に思いつつ祈

りを献げましょう。個人名を上げて祈ってもかまいません。

☆各自で祈りの言葉を考えたり、付け足してもかまいません。

ヤコブの手紙 5章 13～ 16節
13:あなたがたの中で苦しんでいる人は、祈りなさい。喜んでいる人は、賛美の歌をうた
いなさい。14:あなたがたの中で病気の人は、教会の長老を招いて、主の名によってオリ
ーブ油を塗り、祈ってもらいなさい。15:信仰に基づく祈りは、病人を救い、主がその人
を起き上がらせてくださいます。その人が罪を犯したのであれば、主が赦してくださいま

す。16:だから、主にいやしていただくために、罪を告白し合い、互いのために祈りなさ
い。正しい人の祈りは、大きな力があり、効果をもたらします。

ルカによる福音書 4章 38～ 40節
38 イエスは会堂を立ち去り、シモンの家にお入りになった。シモンのしゅうとめが高い

熱に苦しんでいたので、人々は彼女のことをイエスに頼んだ。39 イエスが枕もとに立っ

て熱を叱りつけられると、熱は去り、彼女はすぐに起き上がって一同をもてなした。40
日が暮れると、いろいろな病気で苦しむ者を抱えている人が皆、病人たちをイエスのもと

に連れて来た。イエスはその一人一人に手を置いていやされた。

以下の祈りをとなえましょう。（声に出しても、心の中でとなえてもよい）

永遠にいます全能の神様、

新型コロナウイルス感染症によって尊い命を失った方々が、全ての苦しみから解放され、

神の国で安らかに過ごすことができますように。また、悲しみの中にある家族がなぐさめ

られますように。

今、新型コロナウイルス感染症によって苦しみ、不安の内にある人々（ことに

さん）が、神様の救いによっていやされますように。また神様が、医療と看

護に当たる人びとを守り、彼らの働きを助け導き、励ましてくださいますように。

どうか、私たち一人ひとりも病気にならないようにお守りください。病気に対しての正

しい知識を持ち、感染をくい止める努力をなさせてください。感染が収まり、今までの生

活を一日も早く取り戻すことが出来ますように。

これらの祈りを主イエス・キリストによってお願いいたします。 アーメン


